
　関係機関が一体となり、就農相談やパンフレット
（図２）の配布等を通じて、新規就農者等の確保に
よる産地の規模拡大に積極的に取り組みました。
　新規就農希望者に対しては、ＪＡ水戸水戸地区ね
ぎ生産部会部会員の元での研修により、技術の習得
と併せて部会員との人間関係づくりを図りました。
その結果、新規就農者は、那珂川沿岸地区を中心に
増加しています。

　当部門が調査したネギの糖度や硬度等のデータを
もとに、「水戸の柔甘ねぎ」の甘くて柔らかな特徴
を科学的に示す販促資料が作成され、平成 29 年度
にＧＩ登録と銘柄産地に指定されたのを機に、県外
（京浜市場）出荷先や消費者への PRに広く活用さ
れました。
また、当部門が中心となり日本語版・英語版の
POP を作成し、水戸近隣のスーパーに掲示しても
らい、地元消費者へのＰＲを行いました。

　当部門では、ハウス軟白ねぎの高品質化に向け、
品種の検討、品質向上要因の解明、糖度や硬度調査
等を行うとともに、部会独自の栽培基準を作成し、
部会内で統一管理の徹底を図りました。
　また、安全・安心な商品づくりのため部会員全員
で取り組んでいる特別栽培農産物認証や JAGAPの
取組を支援しました。

図２　水戸市研修募集案内（抜粋）

図１　ハウス軟白ねぎと露地ねぎの比較

部会員全員参加のＧＡＰ監査
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ハウス軟白ねぎを含めた，水戸 
地区ねぎ産地における取組

ブランド品としてのＰＲ展開

高品質生産に向けた栽培管理の徹底

　水戸市を中心に生産されているネギは、都市近郊型産地として地元市場に長年出荷されてきました。産
地では、付加価値の高い新たなブランド品育成のため、平成８年から関係機関が一体となって「ハウス軟
白ネギ」の試作導入に取り組み、ＪＡ水戸水戸地区ねぎ部会独自の栽培法を確立しました。その結果、柔
らかくて甘い高品質ねぎとして評価され、平成 29 年度に県銘柄産地の指定を受けました。さらに、「水戸
の柔甘（やわらか）ねぎ」として地理的表示保護制度（GI）に登録されました。
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